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１．亀山市総合計画審議会について

■位置付け

亀山市総合計画条例第１４条の規定に基づき、総合計画の策定（変更・
廃止）に際して、市⾧の諮問に対する調査審議を行うための機関として

設置しています。

今回の総合計画審議会は、令和４年度からの第２次亀山市総合計画後期
基本計画の策定に伴う調査審議を行うために設置しています。

【抜粋・亀山市総合計画条例】

第１０条 市⾧は、次の各号に掲げるときは、あらかじめ、第１４条に規定する亀山市総合計画審議会に

諮問するものとする。

（１）基本構想又は基本計画を策定しようとするとき

（２）基本構想又は基本計画を変更し、又は廃止しようとする場合において特に必要があると認めるとき

第１４条 第１０条の規定による諮問に応じ調査審議するため、亀山市総合計画審議会を置く。 １



１．亀山市総合計画審議会について

■会議運営に当たって

・会議は、会⾧が招集し、議⾧となります。

・会議は、委員の半数以上が出席して成立します。

・議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は議⾧が決します。

・必要がある場合は、委員以外の者を会議に出席させ、

意見を聴くことができます。

・会議は、原則公開とします。

（傍聴の可否は、会⾧がその都度審議会に諮ります。）

・議事録（会議概要）を市ＨＰで公表します。（発言者名は非公開）

２



■総合計画審議会の流れ

検討状況の説明等
（市⇒審議会）

諮問案の説明
（市⇒審議会）

諮問案に対する審議
（審議会）
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諮
問

審
議

答
申

答申
（審議会⇒市）

１．亀山市総合計画審議会について

審議会は、審議に向けて市の検討状況等を審議会へ共有させていただく段階と、市からの

諮問に対し審議会が審議・答申を行う段階の、大きく２つの段階に分かれます。
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２．後期基本計画の策定スケジュールについて

市の最上位計画である「第２次総合計画」は、前期基本計画の計画期間が本年度で終了す
ることから、基本構想の一層の具現化を図るため、令和２年度から２箇年をかけて、令和４
年度から４箇年を計画期間とする後期基本計画の策定作業を進めています。

昨年度実施した基礎的調査や前期基本計画の総括に基づき、段階的に後期基本計画の立案
作業を進めており、現在、計画骨子案を取りまとめたところです。

４



２．後期基本計画の策定スケジュールについて
第２次総合計画策定後５年が経過しようとする中、デジタル社会・ＳＤＧｓの進展など外

部環境に様々な変化が生じていること、更には、新型コロナウイルス感染症の世界的流行や
国内での感染第５波による驚異的な感染拡大など、計画策定時点では想定できなかった大き
な社会的影響が生じたことを踏まえ、市の将来像及びこれを達成するための政策の大綱を示
す「基本構想」への影響について再検証を行う必要が生じました。
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２．後期基本計画の策定スケジュールについて ６



２．後期基本計画の策定スケジュールについて

７



２．後期基本計画の策定スケジュールについて ８



【関連法】
官民ﾃﾞｰﾀ活用推進基本法(H28.12施行）
行政手続等のｵﾝﾗｲﾝ化原則など

デジタル手続法（R1.12施行）
行政のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の基本原則など
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｰｽﾄ・ﾜﾝｽｵﾝﾘｰ・ｺﾈｸﾃｨﾄﾞﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ

【関連法】
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ改革関連法(R3.5成立）
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会形成基本法など

２．後期基本計画の策定スケジュールについて
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「

２．後期基本計画の策定スケジュールについて １０



総合計画においてSDGsの
書込みが無い状況

２．後期基本計画の策定スケジュールについて

１１



２．後期基本計画の策定スケジュールについて

様々な外部環境の変化がある中で、基本構想策定時には想定できなかった「ニューノーマ
ルへの対応」・「デジタル変革」・「ＳＤＧｓの達成」の３つについては、今後のまちづく
りの「新たな視点」として、総体的に考慮していかなければならない要因であると考えられ
ます。

１２



２．後期基本計画の策定スケジュールについて

こうした外部環境の変化に適応しながら、今後も持続的に成⾧できるまちづくりが展開で
きるよう、外部環境の変化を踏まえつつ基本構想の変更を行い、その上で後期基本計画を策
定することとし、これらに関連する作業工程を繰り入れるため、やむを得ず計画策定期間を
３箇月延⾧します。
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３．基本構想（変更骨子案）について

本市の基本構想は、「亀山市のこれまでと未来への展望」「将来都市像」「将来都市像の

実現に向けて」で構成しており、変更（予定）箇所は次の２項目となります。

１４



３．基本構想（変更骨子案）について

１．亀山市のこれまでと未来への展望

（１）亀山市の生い立ち

（２）亀山市の今

■都市の自然との調和を生み出した亀山市の地形
■「道」に彩られた亀山市の歴史

■地域の絆と活発な市民活動
■「学び」と「子育て」を大切にしたまち
■交通の要衝としての利便性と特徴ある都市形成
■健康都市への加盟とその後の取り組み

（３）将来への見通しと課題＜変更＞

■我が国における社会経済情勢の変化
◎人口減少社会の到来と一億総活躍社会の実現 ◎自然災害への危惧と防災意識の高まり
◎経済環境の変化 ◎スーパー・メガリージョンと新たなリンクの形成

【追加】
◎新型コロナウイルス感染症の世界的流行
◎デジタル社会の進展
◎持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）への関心の高まり
◎脱炭素社会の実現に向けた取り組みの加速化
■亀山市を取り巻く環境の変化
◎亀山市における人口減少社会の到来 ◎暮らしやすく、心地よい都市環境の充実
◎誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくり
◎交通拠点性と都市活力の向上 ◎子育てと魅力あふれる定住環境の充実
◎地域の絆と市民の活力の充実 ◎持続可能な行政経営 １５



３．基本構想（変更骨子案）について

２．将来都市像

（１）将来都市像

（２）目指すまちのイメージ

歴史・ひと・自然が心地よい「緑の健都 かめやま」

■快適に過ごせるまち
■心と体の豊かさを感じられるまち
■活力あるまち
■豊かな子育てができるまち
■つながりと交流のあるまち

（３）まちづくりの基本方針

市民力・地域力が輝くまちづくり

（４）将来推計人口

平成２７年 令和２年 令和７年

年少人口 ７，１１５ ７，１９０ ７，１８３

生産年齢人口 ３０，５１９ ２９，８５６ ２９，５７１

老年人口 １２，６２０ １３，１９６ １３，３７２

総人口 ５０，２５４ ５０，２４２ ５０，１２６

世帯数 １９，７８２ ２０，１９８ ２０，３６９

１６



３．将来都市像の実現に向けて

（１）施策の大綱＜変更＞

（２）都市空間形成方針
【基本方針】
◎基本的な考え方
①中心的都市拠点の強化 ②交通拠点性の強化による都市活力の向上
③コンパクトなまちづくりの推進と適切な土地利用の誘導 ④心地よい居住環境の形成
⑤安全な居住環境確保に向けた都市の安全性の向上 ⑥近隣市との連携強化

亀山市都市空間形成方針図

目指すまちのイメージ 施策の大綱

快適さを支える
生活基盤の向上

健康で生きがいを
持てる暮らしの充実

交通拠点性を生かした
都市活力の向上
子育てと子どもの

成⾧を支える環境の充実

市民力・地域力の活性化

快適に過ごせるまち

心と体の豊かさを
感じられるまち

活力のあるまち

豊かな子育てが
できるまち

つながりと交流の
あるまち

新たな視点※（追加）

ポストコロナ時代における
ニューノーマルへの対応

デジタル変革（ＤＸ）

持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）の達成

※基本構想策定時では想定できなかった、新型コロナウイルス感染症の世界的流行による影響や想定以上の速さで進展し
ている社会的な変化であって、施策の大綱によるまちづくりを展開する上で、総体的に重視すべき視点として、令和４年
度以降、新たに追加するものです。

３．基本構想（変更骨子案）について
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４．後期基本計画（骨子案）について

■後期基本計画の構成

１．計画策定の主旨
２．計画の構成と期間
３．社会経済情勢の変化 [新型コロナ・デジタル社会・SDGｓ・脱炭素 等]
４．市の現状 [人口・経済雇用・財政]
５．市民意識の変化
６．前期基本計画の総括

序
章

１．快適さを支える生活基盤の向上
２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実
３．交通拠点性を生かした都市活力の向上
４．子育てと子どもの成⾧を支える環境の充実
５．市民力・地域力の活性化

ま
ち
づ
く
り
編

行
政

経
営
編

行政経営

６大綱

３２基本施策

１８



４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

１．計画策定の主旨

令和３年度で前期基本計画の計画期間が終了することから、

引き続き、将来都市像の実現に向けたまちづくりを推進していくため、

亀山市総合計画条例第３条の規定により、後期基本計画を策定します。

（抜粋・亀山市総合計画条例）

第３条 市は、総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、総合計画を

策定しなければならない。

１９



４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

２．計画の構成と期間

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本構想

基本計画

実施計画

後期基本計画の計画期間は、令和４年度から令和７年度までの４年とします。

なお、⾧期財政見通しとの整合や事務の効率性の観点から、実施計画の計画期間は後期

基本計画と同じ４年とします。

前期基本計画 後期基本計画

１次

基本構想

２次

１次

２次

実施計画

２０



３．社会経済情勢の変化

１．人口減少と少子高齢化の進行
２．新型コロナウイルス感染症の世界的流行
３．デジタル社会の進展
４．災害リスクの高まりと国土強靭化の促進
５．持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の広がり
６．脱炭素社会の実現に向けた取り組みの加速化
７．人生１００年時代の到来と働き方改革
８．地方創生の推進
９．スーパーメガリージョンの実現に向けた連携

４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

２１



４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

４．市の現状

本市の人口は減少傾向にあり、平成２
６年と平成３０年には若干の上昇がみら
れましたがそれ以外の年では減少し続け
ています。

世帯数は増加傾向にあり、１世帯当た
りの人員数が減少しています。

総人口の推移（各年４月１日現在）

年齢３区分別割合の推移（各年４月１日現在）

２２

本市の年少人口比率は全国的にも高
い割合で推移しています。

老年人口の割合は年々増加しており、
令和３年には２７．０％に達するなど
少子高齢化が進行しています。



４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

４．市の現状
自然増減の推移（各年度）

社会増減の推移（各年度）

令和２年度の出生数は３５９人で、
４５０人前後で推移していた平成２７
年度までと比べると年間で約１００人
減少しています。

死亡数は増加傾向にあり、死亡数が
出生数を上回る「自然減」で推移して
います。

転入数、転出数とも約２,０００人か
ら約３,０００人の間を上下しており、
平成２８年度からは転入数が転出数を
上回る「社会増」で推移しています。

２３



４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

４．市の現状
市内総生産の推移（各年）

財政力指数の推移（各年）

２４

第１次産業は横ばい、第３産業は増
加傾向にある一方、製造業を中心とし
た第２次産業は、景気の動向を受け大
きな増減を繰り返しています。

自治体の財政力を示す財政力指数に
は、平成２４年度に１を下回って以後、
下降傾向にあります。



５．市民意識の変化

（
住
み
よ
さ
）

（
幸
福
感
）

（
定
住
意
向
）

肯定割合

▲１.７ポイント

横ばい

肯定割合

▲１.６ポイント

３．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

２５

※「市民アンケート調査」より



５．市民意識の変化
市政に対する現状評価と取組の重要度（分布図）

４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～ ２６

※「市民アンケート調査」より



■計画骨格（基本施策フレーム）

前期基本計画 後期基本計画
（骨格案） 増減

基本施策 ３０ ３２ ＋２

施策の方向 １１０ １１７ ＋７

基本計画を構成する「基本施策」「施策の方向」の数は以下のとおりです。

基本施策、施策の方向の数が微増していますが、前期基本計画と同程度の計

画ボリュームとなっています。

４．後期基本計画（骨子案）について ～序章～

２７



４．後期基本計画（骨子案）について

■計画骨格（基本施策フレーム）

４．子育てと子どもの成⾧を支える環境の充実

１子どもたちの豊かな学びと成⾧を支える環境の充実
２安心して子どもを産み育てられる環境づくりの推進

３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

１企業活動の促進・働く場の充実
２地域に根ざした商工業の活性化
３農林業の振興
４まちづくり観光の活性化
５広域的な交通拠点性の強化

１．快適さを支える生活基盤の向上

１魅力的な都市空間の形成
２住環境の向上
３上下水道の充実
４道路の保全・整備
５地域公共交通の充実
６防災・減災対策の強化（分割）
７消防力・地域安全の充実（分割）
８脱炭素社会の実現に向けた取り組みの推進と
循環型社会の構築

９自然との共生
10歴史文化を生かしたまちづくりの推進（統合）

２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

１地域福祉力の向上
２健康づくりの推進と地域医療の充実
３高齢者の地域生活支援の充実
４障がい者の自立と社会参加の促進
５学びによる生きがいの創出
６文化芸術の推進
７スポーツの推進

６．行政経営

１組織力の強化と働き方改革の推進
２財産・情報の適正な管理・活用
３行政ＤＸの推進（新設）
４持続性を保つ健全な財政運営

５．市民力・地域力の活性化

１自立した地域まちづくり活動の促進
２市民参画・交流活動の促進と協働の推進
３移住・定住の促進（新設）
４人権の尊重とダイバーシティ社会の推進

※赤字は、前期基本計画から変更等のあった基本施策を表します。

２８
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・活力ある市街地の形成に向けたＪＲ亀山駅周辺の整備

・市道野村布気線の開通による生活利便性等の向上

・乗合いタクシー制度の導入による公共交通網の充実

・源流域保全の機運醸成等に向けた「鈴鹿川等源流域の

自然環境と歴史的資源を守り継ぐ条例」の制定

・「関の山車」の保存や祭囃子の伝承活動の拠点となる

関の山車会館の整備

【主な成果】

・増加する空き家への対応 ・防災情報伝達システムの構築

・地球温暖化防止対策の推進 ・多面的機能を持つ農地等の保全

【主な課題】

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～

■前期基本計画の総括

１．快適さを支える生活基盤の向上

（都市計画、住宅、上下水道、道路・公共交通、防災、環境、歴史 など）
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１．快適さを支える生活基盤の向上

■後期基本計画（骨子案）

●市北東部を中心とした人口増による市街

地拡散の進行

●生活環境に悪影響を及ぼす空き家・空き

地の増加への対応

●高齢化社会の進展に伴う移動手段を持た

ない市民の移動手段の確保

●南海トラフ地震等の発生への懸念と台風

の巨大化や集中豪雨の多発化

●世界的な脱炭素社会の実現を目指した取

り組みの加速化

●歴史的風致の維持・向上に向けた取り組

みの一層の推進

【主な現状と課題】

◆都市施設や居住等の適切な誘導による持

続可能な都市構造の形成

◆空き家・空き地に対する助言や指導の実

施

◆身近な公共交通の確保と効率的・効果的

な運行の実現

◆災害情報の収集及び伝達の強化

◆地域における防災・減災の取り組みを通

じた防災の日常化の促進

◆家庭での省エネ活動の促進

◆事業活動における低炭素化の推進

◆街道の連続性や宿場間の一体感の確保

【主な施策】

３１

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



【主な成果】

・ボランティア活動の活性化 ・障がい者支援体制の充実

・文化芸術を支える人材の確保

【主な課題】

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～

■前期基本計画の総括

２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

（地域福祉、健康・医療、高齢者福祉、障がい者福祉、生涯学習、文化 など）

・ＣＳＷの配置による地域の福祉課題を解決する仕組みづくりの促進

・かめやま健康マイレージ事業等の実施による

市民の主体的な健康づくりの促進

・「かめやま人キャンパス」の開講による人材育成

・学びの拠点の充実に向けた新図書館整備の推進

・かめやま文化年プロジェクトの展開による文化政策の推進

・体育大会等を契機としたスポーツ文化の浸透と運動施設の充実
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２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

■後期基本計画（骨子案）

●包括的かつ伴走的に支援を展開する重層

的な支援体制づくり

●市民の生涯にわたる健康づくりへの支援

●新型コロナウイルス感染症への対応

●高齢者の身体的特性等を踏まえたきめ細

やかな支援

●あらゆる世代への読書習慣の定着促進

●市民が文化活動に関わる機会のさらなる

創出

●世代やニーズに合ったスポーツ活動の機

会や活動の場の充実

【主な現状と課題】

◆複雑化・多様化する支援ニーズに対する

亀山版重層的支援体制の確立

◆健康都市の実現に向けた健康づくり支援

の充実

◆新型コロナウイルス感染症対策の推進

◆高齢者の保健事業と介護予防事業の一体

的な実施

◆市民の読書活動や生涯学習の拠点として

の機能を備えた図書館の整備

◆これまでのかめやま文化年を生かした文

化芸術事業の推進

◆「スポーツ・イン・ライフ」の実践

【主な施策】

３３

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



【主な成果】

・ウィズコロナ、アフターコロナに対応した事業活動の継続と活性化

・観光需要の獲得

【主な課題】

■前期基本計画の総括

３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

（商工業、農林業、観光、広域交通 など）

・企業誘致による亀山・関テクノヒルズへの企業進出決定

・空き店舗活用支援制度の創設等による創業促進

・農林産物等の高付加価値化・ブランド化に向けた

地域ブランド認定制度の創設

・亀山７座トレイルの保全・活用によるエコツーリズムの推進

・県期成同盟会によるリニア県内駅位置候補への決定

・新名神高速道路の県内区間の全線開通

３４４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

■後期基本計画（骨子案）

●雇用の創出等に向けた亀山・関テクノヒ

ルズに次ぐ産業基盤の確保

●持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成

に向けた社会貢献機運の高まり

●新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う

消費者の意識や行動の変化

●農業従事者の後継者不足や農作物の価格

低下等による農家の減少や弱体化

●新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う

観光の在り方の変容

●リニア市内停車駅誘致を見据えた取り組

みの加速化

【主な現状と課題】

◆新たな産業団地の確保に向けた取り組み

の推進

◆企業のＣＳＲ活動やＳＤＧｓ達成に向け

た取り組みの促進

◆経営安定化や時代の変化に応じた事業展

開等への支援

◆経営効率化に向けたスマート農業の導入

促進

◆ポストコロナ時代における観光プロモー

ションの推進

◆リニア駅誘致活動拡大と駅誘致の波及効

果を生かしたまちづくりの方向性の整理

【主な施策】

３５

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



【主な成果】

・共働き世帯の増加に伴う保育ニーズへの対応

・子育て世代の移住・定住の促進

【主な課題】

■前期基本計画の総括

４．子育てと子どもの成⾧を支える環境の充実

（教育、子育て など）

・コミュニティスクールの推進による特色ある学校づくり

・普通教室等への空調設備の整備等による学びの環境の充実

・１人１台タブレット端末の導入による情報教育の推進

・子育て世代包括支援センターの配置による

切れ目のない子育て支援

・放課後児童クラブの充実や⾧期休暇子どもの居場所の開所

による子どもたちが安心して生活できる居場所の確保

３６４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



４．子育てと子どもの成⾧を支える環境の充実

■後期基本計画（骨子案）

●新型コロナの感染拡大等、教育を取り巻

く社会情勢の大きな変化への対応

●支援を必要とする児童生徒の増加や、支

援の在り方の多様化

●学校運営協議会を核とした連携・協働等、

信頼される学校づくりの推進

●女性の就労意欲の高まりや幼児教育・保

育の無償化等による保育需要の拡大等

●コロナ禍における子育て世帯の交流機会

の減少による子育て世帯の孤立化

●成育医療等を切れ目なく提供するための

施策の総合的な推進

【主な現状と課題】

◆ＧＩＧＡスクールによる教育の情報化と

情報モラル教育の推進

◆子どもの特性や事情に配慮した誰一人取

り残さない教育の推進

◆地域や学校の特性を生かした特色ある学

校づくりの推進

◆保育所等の増築等及び幼保の統合等によ

る認定こども園の整備

◆子育て支援センターの機能拡充による子

育て世帯の交流促進の場の充実

◆妊娠期から子育て期の切れ目のない支援

の充実

【主な施策】

３７

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



【主な成果】

・地域まちづくり協議会と行政との連携強化 ・ワーク・ライフ・バランスの浸透

・男女が性別に関わりなく活躍できる社会の実現

【主な課題】

■前期基本計画の総括

５．市民力・地域力の活性化

（地域自治、協働、人権、男女共同参画、多文化共生 など）

・２２地区全ての地域まちづくり協議会における地域まちづくり計画の策定

・地域予算制度の創設をはじめとする、地域まちづくり協議会への総合的な支援

による地域自治の促進

・市民活動応援制度による市民活動の活性化

・シティプロモーションの推進による定住促進

・ワーク・ライフ・バランス推進週間による意識啓発

・多言語対応が可能な外国人生活相談窓口の設置による相談体制の充実

３８４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



５．市民力・地域力の活性化

■後期基本計画（骨子案）

●新型コロナウイルス感染症の影響による

地域まちづくり協議会の活動の停滞

●地域まちづくり活動の担い手となる人材

の不足

●新型コロナウイルス感染症の影響による

市民活動・市民交流の停滞

●低調な若者世代の定住意向

●新型コロナウイルス感染症の影響による

地方移住等への関心の高まり

●個性や能力を生かして誰もが活躍できる

ダイバーシティ社会の実現

●外国人住民の暮らしにおける不安解消

【主な現状と課題】

◆ポストコロナ時代における地域まちづく

り協議会の活動への支援

◆地域まちづくり活動への多様な世代の参

画促進と人材の発掘・育成

◆ポストコロナ時代における市民や市民活

動活動団体の交流促進

◆良質な都市イメージの展開とまちへの愛

着や誇りの醸成につながる情報発信

◆移住相談体制の充実と効果的な移住情報

の発信

◆市民一人ひとりの人権意識の向上

◆外国人住民の相談体制・情報発信の充実

【主な施策】

３９

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



【主な成果】

・職員の能力向上と人材育成 ・公文書保存の最適化

・公共施設の統廃合や複合化

【主な課題】

■前期基本計画の総括

６．行政経営

（地域自治、協働、人権、男女共同参画、多文化共生 など）

・組織・機構改革による組織の専門性・機動性の向上

・「亀山市職員コンプライアンス条例」の制定

・証明書等のコンビニ交付サービスの導入による利便性の向上

・行政システムのクラウド化による適切な情報管理

・新たな市庁舎整備に向けた基本構想の策定

・納税環境の充実による市税収納率の向上

・財政健全性の確保

４０４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～



６．行政経営

■後期基本計画（骨子案）

●多様化する行政ニーズへの的確な対応と

後期基本計画の着実な推進

●市役所における働き方改革の推進

●適切な個人情報管理の徹底とサイバー

攻撃等への対策強化

●都市機能・防災機能等を踏まえた新庁舎

の整備

●新型コロナウイルス感染症の影響による

加速化したＤＸへの対応

●市税の減収等による一般財源の不足

●限られた財源の有効活用

【主な現状と課題】

◆時代に即した職員の能力形成

◆行政ニーズに対応できる組織体制の構築

◆柔軟な働き方による職員のワーク・ライ

フ・バランスの実現

◆情報セキュリティ対策の強化

◆次代にふさわしい新庁舎の整備

◆デジタル技術を活用した業務の効率化・

迅速化

◆マイナンバーカードを活用した市民の

利便性向上

◆中⾧期的な見通しを持った財政運営

◆効率的・効果的な事業推進

【主な施策】

４１

４．後期基本計画（骨子案）について ～まちづくり編～


